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点

睛

7/20（水）は自治体キャラバン（ 中央市民会館４F会議室 9：30集合 ）
年金者組合が責任組合です「社会保障問題」を討議します、多数参加を！

平
和
は
黙
っ
て
い
て
は

訪
れ
な
い

２０２２年

２９０号
７月１５日（金）

７
月
11
日
（
月
）
、
早
朝
か
ら
、

越
谷
駅
東
口
広
場
に
音
楽
と
歌
声

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

８
時
30
分
平
和
行
進
の
集
会
が

宮
川
原
水
協
越
谷
事
務
局
長
の
司

会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
猛
暑
で
、
参
加
者
の

顔
は
赤
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

民
主
市
政
の
会
の
大
里
さ
ん
、

土
建
越
谷
支
部
婦
人
部
の
？
？
さ

ん
、
そ
し
て
新
婦
人
の
６
人
の
朗

読
で
平
和
を
訴
え
ま
し
た
。

山
田
さ
よ
な
ら
原
発
事
務
局
長

や
山
田
大
介
、

大
和
田
、
工

藤
市
議
も
参

加
、
福
田
市

長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届

き
読
み
上
げ

ま
し
た
。

年
金
者
組

合
と
高
齢
者

を
代
表
し
て
、

吉
田
支
部
長

が
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

「
平
和
の
声
を
出
そ
う
」
『
被

爆
者
と
と
も
に
核
兵
器
の
な
い
平

和
で
公
正
な
世
界
を
』
『
し
っ
か

り
せ
よ
岸
田
内
閣
』
と
会
場
は
横

断
幕
や
の
ぼ
り
旗
が
立
ち
、
歌
声

は
さ
ら
に
大
き
く
決
意
表
明
は
市

民
に
訴
え
続
け
ま
し
た
。

９
時
30
分
参
加
者
１
５
０
余
名

は
猛
暑
の
中
、
市
内
ロ
ー
タ
リ
ー

を
１
周
し
解
散
し
ま
し
た
。

（
吉
田
健
治
）

６
月
23
日
（
木
）
「
民
主
市
政

を
め
ざ
す
越
谷
市
民
の
会
」
は
、

越
谷
市
と
懇
談
し
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
越
谷
支
部
か
ら
、

吉
田
健
治
支
部
長
、
足
立
、
山
本

両
副
支
部
長
の
３
人
が
参
加
し
、

併
せ
て
13
人
が
出
席
、
市
側
か
ら

は
「
総
務
課
」
を
含
め
６
つ
の
課

か
ら
８
人
が
出
席
懇
談
し
ま
し
た
。

懇
談
内
容
は
、
「
補
聴
器
」

「
平
和
展
示
」
「
住
宅
・
店
舗
改

修
補
助
」
「
公
共
交
通
」
「
事
業

者
支
援
」
「
水
害
対
策
」
の
６
項

目
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

「
難
聴
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入

補
助
制
度
」
に
つ
い
て
、
他
自
治

体
の
補
助
の
状
況
、
技
能
士
の
役

割
の
重
要
性
、
補
聴
器
制
度
新
設

の
必
要
性
な
ど
が
参
加
者
か
ら
出

さ
れ
ま
し
た
。

市
は
必
要
性
が
あ
る
と
し
つ
つ
、

課
題
が
あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

懇
談
で
、
以
下
要
望
し
ま
し
た
。

（
８
班
・
山
本
英
郎
）

平
和
行
進

『
被
爆
者
と
と
も
に
核
兵
器
の
な
い

平
和
で
公
正
な
世
界
を
』

日
本
の
侵
略
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、

一
般
住
民
を
巻
き
込
み
、
史
上
ま
れ
に
見
る
苛
烈

を
極
め
ま
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
三
十
万
人
余
り
の
尊
い

命
を
奪
い
去
り
、
貴
重
な
文
化
遺
産
や
、
緑
豊
か

な
自
然
を
破
壊
し
ま
し
た
。

戦
争
の
不
条
理
と
残
酷
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験

し
た
国
民
は
、
一
人
一
人
の
不
断
の
努
力
と
揺
る

ぎ
な
い
信
念
を
持
っ
て
、
戦
後
の
廃
墟
と
混
乱
か

ら
懸
命
に
立
ち
上
が
り
、
共
に
手
を
取
り
合
っ
て

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

基
地
の
な
い
平
和
な
国
と
し
て
、
独
立
を
目
指

し
て
き
た
が
、
国
土
の
０
・
６
％
の
沖
縄
に
は
、

現
在
も
米
軍
の
基
地
が
日
本
全
土
の
基
地
の
90
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
沖
縄
県
民
の
反
対
の
声
を
無
視
し
て
、

辺
野
古
に
新
し
い
基
地
を
作
っ
て
い
ま
す
。

世
界
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
地
域
紛
争
は

絶
え
る
こ
と
な
く
、
難
民
・
貧
困
・
飢
餓
等
、
深

刻
な
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
よ
り
、
住

民
の
命
が
奪
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

77
年
前
の
日
本
の
国
民
が
体
験
し
て
き
た
記
憶

を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
す
。

「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の
砦
を
築
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
和
は
黙
っ
て
い
て
は
訪
れ
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
「
平
和
」
の
声
を
出
し
て
こ
そ
実

現
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
が
中
心
で
あ
る
年
金
者
組
合
員
は
平
和

運
動
の
先
頭
に
た
ち
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
被
爆
国
で
あ
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、

核
兵
器
廃
絶
運
動
を
強
化
し
、
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
に
参
加
し
、
批
准
す
る
こ
と
で
す
。

岸
田
内
閣
よ
、
今
こ
そ
し
っ
か
り
す
る
時
で
す
。

（
吉
田
健
治
）

第30会定期総会を開催します

日時 ７月29日（金）13時30分

場所 中央市民会館５階
第２・３会議室

議題

１．２０２１年度活動報告
２．２０２１年度会計報告

３．２０２１年度会計監査報告

４．２０２２年度活動方針（案）
５．２０２２年度予算（案）

６．２０２１年度クラブ活動報告

７．次期役員選出

次期役員の立候補届けを受け付け
ます

支部長・副支部長・書記長・

書記次長・執行委員・会計監査

の役職があります

立候補届け 五十嵐書記長まで
０９０-７８１０-１３４８

今月の配布物の中に議案書と委任

状が含まれています。
定期総会に出席できない方は、委

任状に記入の上、お近くの役員に渡

すか、投函してください。

総会に参加される方は議案書をご
持参いただき、又マスクの着用をお

ねがいします。

越谷支部執行委員会

対
市
交
渉

「
越
谷
市
民
の
会
」
が
市
と
懇
談

①
難
聴
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入

補
助
制
度
新
設

②
平
和
資
料
の
常
設
展
示
室
を

設
置

③
住
宅
・
店
舗
改
修
促
進
補
助

制
度
の
予
算
拡
充

④
市
内
公
共
交
通
の
新
設
、

財
政
支
援

⑤
コ
ロ
ナ
禍
で
の
全
業
種
対
象

の
事
業
者
支
援
検
討

⑥
水
害
か
ら
市
民
を
守
る
施
策

の
拡
充


